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新型コロナウイルス感染症対策特別委員会記録 

 

日  時 令和２年７月３０日（木曜日）１４時００分～１４時２６分 

場  所 羽幌町議会議場 

出 席 者 金木委員、磯野委員、平山委員、阿部委員、工藤委員、船本委員、 

小寺委員、逢坂委員、舟見委員、村田委員長、森議長 

     駒井町長、今村副町長、敦賀総務課長、高橋商工観光課長、大平財務課長、 

     鈴木健康支援課長 

事 務 局 豊島局長、嶋元係長 

 

村田委員長（開会） 14:00～14:01 

皆様、暑い中お集まりいただきましてありがとうございます。 

ただいまより新型コロナウイルス感染症対策特別委員会を開催いたします。 

まずいつもと同じなのですが、マイクは質問する方、答弁する方、赤いランプがつ

いているのを確認の上、ご発言をお願いします。それとこれもいつもなのですか、質

問・答弁は着席のままで結構ですのでよろしくお願いいたします。 

それではですね、今日は指定管理事業の継続支援事業について、担当課のほうから

説明をいただきまして質疑に入っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

１ 地方創生臨時交付金申請予定事業（指定管理事業継続支援事業）について 

 

説 明 員 今村副町長、高橋商工観光課長 

 

高橋商工観光課長 14:01～14:02 

それでは指定管理事業継続支援事業につきまして、その内容等をご説明申し上げま

す。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響による経済活動の収縮に伴い、甚大な

影響を受けている町内唯一の温泉宿泊施設事業を今後も継続して実施するため、施設

の管理運営を行っている指定管理事業者に対し、今後の事業の継続に向けた支援を行

うということで３，０００万円の支援金を予定しています。 

交付対象者につきましては、いきいき交流センターでありますサンセットプラザは

ぼろの指定管理事業者アンビックス１事業者であります。 

支援金３，０００万円の内訳ですが、事業費の前年度収支３月から８月、今年度に

つきましては見込みですが、前年度の収支の対比での約７０％の３，０００万円とい

うことで金額を決定しております。 
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なお、この金額に関しましては８月の臨時議会において補正を提出する予定であり

ます。 

以上です。 

 

村田委員長  説明が終わりました。では質疑を受け付けます。 

 

－主な協議内容等（質疑）－ 14:02～14:26 

 

磯野委員   前回の会議等でも皆様心配したとおり、サンセットプラザに関しては

皆様大変関心を持って議論をしていたところなのですが、この３，０

００万円という金額について、この辺はアンビックスとの間ではこれ

で了解ということなのでしょうか。 

 

高橋課長   お答えいたします。先日アンビックスとの話し合いをして参りました。

その段階でこの３，０００万円という額で、８月分までの見込み額で

すが、それに対して事業継続に関しては確認をとっております。 

 

磯野委員   まだまだ北海道では感染者がゼロにはならないし、特に関東関西地方

では増えている段階なのですが、これ一応８月までの見込みですが、

それ以降については町の考え方というのはどうなのでしょうか。それ

以降もし同じような状態が続いたときに、これにプラス支援というこ

とは町としては考えているでしょうか。 

 

高橋課長   お答えいたします。今後につきましては、状況を見ながらということ

で内容によって協議しながら進めていきたいと思います。 

 

磯野委員   今後協議するということは、それはアンビックスとも了解ということ

で理解していいのですか。 

 

高橋課長   それに関しましては、向こう側からの了承というか、今後についての

協議もこの間の話し合いの中でされているということで、それに対し

て今後の状況を見ながらということで進めていきたいと思います。 

 

村田委員長  ほかにありませんか。阿部委員。 

 

阿部委員   何点か確認で質問させていただきますが、先ほどこの助成額３，００
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０万円については、アンビックス側と協議をした中で了解を得ている

ということで、事業を継続していただけるということですけれど、こ

れについて要は指定管理期間中まだまだこの先もあと５年、何年とあ

りますが、その期間まではしっかり羽幌の中でやってくれるというこ

とでよろしいですか。そこまでの話をされたのか、その辺をお聞きし

たいと思います。 

 

高橋課長   お答えいたします。今回の３，０００万円に関しましては、あくまで

もコロナ対策という部分での話し合いでアンビックス側と協議してお

ります。 

 

阿部委員   どうしてこういった話をしたのかといいますと、どうしても本当にダ

メージを受けたのはアンビックス側で、ダメージを受けたのは５月の

１か月近く休業したときだと思うのですよね。本当ならそういった時

期にしっかりと支援金を出せればよかったのでしょうが、どうしても

いろいろと協議を詰めていく中で遅くなってしまったということで、

できれば今後どういった協議の場になるのか分からないですが、コロ

ナだけではなく、やはりこの先も継続してアンビックスさんのほうで

しっかりと、羽幌町のほうでやっていただけるような協議も含めてや

っていただければなと思いますが、その辺、今後どのように話し合い

をされるのかお聞きしたいと思います。 

 

高橋課長   お答えいたします。あくまで今回は事業継続に向けた話し合いという

ことで進めておりまして、今後につきましては、またその後の対応と

して今後を見据えた中で協議していきたいと思っています。 

 

阿部委員   ４，６８７万１，０００円に対して７０％ということですが、この７

０％にしたというのはどういった感じで７０％にしたのかお聞きした

いと思います。 

 

高橋課長   お答えいたします。これに関しましては、地方創生臨時交付金の関係

で１００％となると赤字補填という話になりますので１００％ではな

く、また、８月分に関しましては７月もそうなのですが、まだ見込み

ということで額が確定していないということもあり７割ということで

設定しております。 
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阿部委員   どうしても赤字補填というのは難しいということなのでこの額になっ

たのかなと思いますが、先ほど磯野委員のほうも８月以降についてと

いうことで今後協議するということですが、その辺についても例えば

９月からどうしても減ってしまった場合に丸々１００％は付けられな

いということで、そういった形でのみ、例えば支援をするとなった場

合はそういった形になるということでよろしいのでしょうか。 

 

高橋課長   お答えいたします。あくまでも先ほどから申し上げておりますとおり、

交付金を使ってということで考えておりますので、取りあえずはその

交付金でいくと１００％というのはちょっと難しいということで、こ

れが７割になるのか８割になるのか６割になるのかというのは、今後

の状況を見てということになると思います。 

 

阿部委員   今回この事業を継続事業継続支援金という形での助成ということです

が、当然会社としても経営状況が厳しくなってきているのかなとも思

うのですが。そういった部分、例えば入湯税のいくらか免除するだと

か、そういった何か優遇措置とかそういう部分は考えてはいないのか

どうなのか、その辺を最後お聞きしたいと思います。 

 

高橋課長   お答えいたします。入湯税ということでは無理なのですが、管理費と

いう部分での減免というか免除に関しては、今後の協議ということで。 

 

村田委員長  ほかにありませんか。金木委員。 

 

金木委員   出ている金額についてお聞きしたいと思うのですが、その前に契約上

ですね、今回のコロナのような事態は当然念頭にはなかったわけです

から、必要な話し合いだろうと思うのですが、契約上はこういった事

態に対してはどういうふうにするということになっているのか。現在

確か１０年の指定管理契約で半分、ちょっと何年目なのかも正確に言

ってほしいし、たしか中間５年あたりで見直しをするような規定があ

ったかどうか、そんな記憶もちょっとあるのですが、その辺の契約上

の説明をまずお願いしたいと思います。 

 

村田委員長  暫時休憩いたします。 

 

村田委員長  休憩前に引き続き会議を再開します。高橋商工観光課長。 
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高橋課長   お答えいたします。指定管理に関しましては、１０年間という期間を

基本協定で結びまして、管理業務に関しましては、事業年度は１年ご

とということで、毎年金額等に関しては協定を結んでおります。それ

で、今回指定管理側から基本協定の部分の指定の取消しという申出を

いただきまして、それに関して今まで協議を重ねてきたということで

あります。 

 

金木委員   指定の取消しということは、もしこのまま何も支援がなければこれで

指定管理をもう打ち切りますよという意味ですか。もうちょっと詳し

く正確に説明お願いします。 

 

高橋課長   お答えいたします。コロナの状況でアンビックス側本体の部分という

か、会社側の関係もありまして、今後続けるということで会社の決定

ではないですが、今後これ以上はということで早い段階、体力のある

うちにということで、こういう状況なのでどうでしょうかという申出

はありました。 

 

金木委員   わかりました。ちまたではいろいろなうわさがあって、いつまでやっ

てくれるのだとか、うわさを言うのもなんですが、８月いっぱいで引

き揚げるのではないかとか、といううわさを直接耳にしましたが、今

伺うと本当に際どいような状況であったのかなと思います。支援をす

ることは、私はやぶさかではないと思うのですが、この金額のはじき

方、収支事業費として３月から８月までの半年間を見込んで、その下

の当年期というのは３月から８月までの間の見込額ということなので

しょうか。それとも当年期まるまる１年のことなのか。あとその後に

ある前年期というのは昨年ということでいいのですか。確かあれです

ね、ホテルの１年は 1 月から１２月までだったのですが。ちょっと会

計年度と合うのかどうかその辺の説明もお願いします。 

 

高橋課長   お答えいたします。ホテルに関しましては１０月から９月までが事業

年度ですが、今回コロナの関係ということで今コロナの影響があった

３月からそれ以降の８月までの見込みということで、当年期というの

が今年度の３月から８月までの見込み。前年期が昨年の３月から８月

までの実績ということで、収支の対比を出しております。 
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金木委員   その３月から８月まで、今年度は分かります。この状況ですから、か

なり赤字になるのだなという三角マークは分かりますが、前年期につ

いての数字を出すのであれば、ただ金額だけを出されてもですね、ま

だ事業報告書みたいなものはできていないのかどうなのか。もうちょ

っと詳しく、前年度１，２９６万円ちょっと赤字になりそうですとい

うその内訳をもうちょっと詳しく出していただかないと。ただ出され

ても、どの部門でどのような状況になって、このような前年度につい

ても赤字になりそうなのか、なったのか、というところをもう少し丁

寧な説明が必要ではないかと思いますが。その点はいかがでしょうか。 

 

村田委員長  今の金木委員の質問なのですが、前年期は赤字ではないプラスの１，

２９６万円と書いて三角がついていないので、赤字ではないので、今

の質問はちょっと……。まずそれでは、答弁があるのでしたら答弁を

もらいます。高橋商工観光課長。 

 

高橋課長   お答えいたします。あくまでもコロナのこの交付金を使うということ

で、期間が３月からで見込が８月というとこまでなので、その前年度

の実績の数字との対比ということで、その部分だけ抜き出すと前年度

は今委員長が言われたように黒字になっております。それから、今年

に関しては３月から８月見込みということで、マイナスということで

その差額として４，６００万円という数字を出しております。 

 

村田委員長  金木委員、今の説明で理解できましたか。 

 

金木委員   前年度がマイナスで抜くということはこの計算でいいのですかね。３，

３００万円の見込みにさらにマイナスが増えるわけですよね。 

 

村田委員長  金木委員、休会して皆さん納得できるように説明をしてもらいたいな

と思います。 

 

村田委員長  休憩前に引き続き会議を戻します。 

 

金木委員   分かりました。それで、金額も相当な金額の見込みになるだろうとい

うのは想像していたのですが、アンビックスさんは道内でも十数か所

か羽幌町と同じような自治体が抱える温泉施設を指定管理されている

と思うのですが、そういったところでも同じような状況になっている
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のか。それぞれの対応で、またちょっとばらつきがあるのかどうか、

その辺の状況も調べてみたのかどうか。ほかはほかで、羽幌町だけの

対応だったのか。いくつかあると思うのですよ。聞くところによると

アンビックスさんが関わっていたところも全部一時閉鎖したというふ

うにも聞いているのですが、事実かどうか分かりませんが、そういっ

たところでも羽幌町と同じような事態になっているだろうなと思うの

ですが、そのようなところとはどういった話し合いになっているのか

調べたのか。その辺もちょっとお聞きしたいと思います。 

 

今村副町長  お答えいたします。アンビックスさん何か所か指定管理されていて、

やり方も当町のような指定管理のやり方をしているところだとか、直

営でやっている施設だとか、様々あります。会社から聞いた話により

ますと、当町と同じような指定管理でやっているところにつきまして

は、当町と同じく自治体のほうに支援をお願いしているという話を伺

っております。ただ、その結果で各町村がどのような支援をするだと

かというのは、ちょっと当町からはほかの町のことですのでお答えは

できませんが、同じような形で支援の要請は行っているというふうに

会社から聞いております。 

 

金木委員   今回は全然予想していなかったようなコロナの時代であるわけですけ

れども、今後いろんな状況でコロナでないにしてもこのような状況で

なかなかうまく営業されないという事態も起こり得るかと思うのです。

このコロナも今年だけで終わるものなのかどうかも分かりませんし、

その都度話し合うというのがいいのか、それはやっぱり契約上をきち

んとこういうときにはこういう対処をしますみたいなものを契約上ま

た一筆交わすことが必要なのかどうか。その辺の今後のあり方という

のですかね、その辺についての考えがあるのであればお願いしたいと

思います。 

 

今村副町長  お答えいたします。実際アンビックスさんとの話し合いに私も入って

お話をさせていただきました。金額的には会社のこともあるのであま

り中身はあれなのですが、もうちょっと支援のほうはいただきたかっ

たようなのですが、会社としても今後のＧｏＴｏキャンペーンやどう

みん割、当町が行う宿泊者対象のクーポン券の配布などの事業を行っ

て、実際の赤字額ということではなく、事業効果等を勘案していただ

いて、この金額でなんとか事業継続が可能という形でお返事をもらっ
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ている中で、今後ＧｏＴｏキャンペーンやどうみん割の動向が見えて

きて、今考えているような収益に結びつかないようなことがあると、

追加支援というのもあり得るのかなという形で今お話をさせていただ

いている状況ですので、もう少し様子を見なければ分からないのです

が、どちらにしても交付金につきましては以前から説明しているとお

り９月が最終申請という形ですので、その前にまず交付金で支援をす

る中身については、その部分は固めてしまわなければならないという

ふうに考えております。 

 

村田委員長  ほかにありませんか。なければこれで特別委員会を閉会いたします。

御苦労さまでした。 


